
500 

圏
ー，ー

界

展

望

第
二
二
回
園
際
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
人

文
科
事
曾
議

(Qω
国
〉
〉
Z
)
参
加
記

編

輯

委

員

舎

第
三
一
回
の
の
回
国
〉
〉
Z
は
、
周
知
の
通
り
八
月
三
十
一
日

l
九
月
一
一
一
日

に
東
京
、

九
月
五

l
七
日
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
世
界
各
園
か
ら
千
八
百
人

近
い
参
加
者
を
迎
え
、
十
九
の
分
科
舎
と
入
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
行
な
わ
れ

た
こ
の
園
際
禽
議
に
、
東
洋
史
研
究
舎
か
ら
も
数
名
の
編
輯
委
員
が
参
加
し

た
。
以
下
に
桃
木
至
朗
、
佐
原
康
夫
、
新
谷
英
治
の
三
名
の
報
告
を
掲
げ
、
禽

議
の
内
容
の

一
端
を
紹
介
す
る
。

八
月
三
十
一
日
午
後
一
時
半
か
ら
園
立
劇
場
で
関
曾
式
が
行
な
わ
れ
た
。
二

階
席
ま
で
ほ
ぼ
満
員
の
ホ
1
ル
内
に
は
報
道
陣
の
姿
も
目
立
ち
、
壇
上
に
は
正

面
に
名
器
総
裁
の
三
笠
宮
山
宗
仁
殿
下
以
下
の
首
脳
陣
、
右
手
に
中
曾
根
首
相
ら

政
府
来
賓
が
着
席
し
、
最
初
に
メ
キ
シ
コ
駐
印
大
使
ロ
巾
F

V曲
目
同
氏
が
挨
拶

に
立
ち
、
以
下
大
曾
徳
裁
の
山
本
達
郎
博
士
、
三
笠
宮
殿
下
、
中
曾
根
首
相
ら

七
人
が
順
に
挨
拶
・
祝
僻
を
述
べ
た
。
繍
い
て
歓
迎
行
事
と
し
て
三
曲
の
雅
楽

の
演
奏
が
行
な
わ
れ
た
が
、
外
園
人
の
み
な
ら
ず
、
日
頃
日
本
の
傍
統
義
能
に

親
し
む
機
舎
の
少
い
我
々
に
と
っ
て
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。

開
禽
式
終
了
後
、
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

I
ル
で
坂
本
太
郎
氏
の
去
、
吋
官

。20FO同
V
5
0
2
0時
国
百

O乱。岡
E
M
u
-
q
g
v宮
己
と

ωロ
vr邑
g品
目
切
り

zrc-

氏
(
タ
イ
〉
の

ANonoE
〉円
nrso-o四日
g
-
U
Z
8
g
ユg
山口、叶}岡田山
-
s
q・

の
二
つ
の
特
別
講
演
が
行
な
わ
れ
、
同
日
夜
に
は
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の

H

ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
H

で
三
笠
宮
殿
下
主
催
の
豪
蒙
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
る
な
ど
、
こ
の
日
は
大
祭
盛
り
津
山
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

た。
九
月
二
、
三
日
は
、
上
智
大
拳
で
行
な
わ
れ
た
第
十
八
部
曾

Eωcam-
の
官
。

口
問
。
自
島
列
。
-
在
。
ロ
広
〉
色
白
書
に
参
加
し
た
。
初
日
は
ま
ず
招
集
者
の
石
井

米
雄
数
授
〈
京
大
〉
が
挨
拶
に
立
ち
、
こ
の
部
舎
の
計
責
の
基
礎
に
、
こ
の
春

亡
く
な
っ
た
鈴
木
中
正
教
授
を
中
心
と
す
る
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「
千
年
王
園
運
動
」
に
関
す
る
共
同
研
究
(
そ
の
成
果
が
『
千
年
王
園
的
民
衆

運
動
の
研
究
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
〉
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
次
第
に
テ
1
マ
が
抜
大
し
て
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
祉
曾
襲
容
と
宗
数
」
と

い
う
大
が
か
り
な
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
た
と
い
う
計
萱
の
過
程
を
説
明
し
、
参
加

者
全
員
で
鈴
木
教
授
に
歎
静
帽
を
さ
さ
げ
た
。

次
に
褒
表
題
目
を
紹
介
し
よ
う
ハ
左
記
の
他
に
、
来
場
し
な
か
っ
た
裂
表
議

定
者
が
五
人
あ
っ
た
〉
。

ハ
二
日
〉

、H，
E
官
♂

M
N
O
B
E
(同
包
広
)
日
出
AF--oロ由江
S
U
B
-
ω
o
n宮
司
自
色

MNo--四日ロロ

広
明
R
q
Hロ
門
出
凶
ハ
問
。
可
ロ
08ω
同Moon-M〉

昌国内山由】目白♂

(
U
V

曲ロ門同
g
J円・(同ロ円四円凶〉日】
Vo--巴ロ
一色
〉
E
Y
O
Z
F
M
N
O】戸間
5
5

同ロ臼門戸丹ロ巴ロロ∞

ωロ門凶

ωDn-巾C
、

Z
R
a
g
s
-
冨
ロ
E
uュf
H・〈
H
E
2
)
日
一0
2
D
E
S
-
一玄
0
2
5
0ロ
ニ
ロ
〉
ロ
ー

ロ
広
三
、
円
曲
目

-vzs

。同回日回目
u

回目
S
F
H
a
v
g
r
M
N・
。
ロ
島
田
)
日
目
同
色
町
岡
山
口
ロ

ω
ロ仏

S
J
F自
己

Z
邑ロ

n
・
〉
-
u
-
a
o
-
-
5
8
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初
日
の
午
前
中
に
は
イ
ン
ド
人
の
イ
ン
ド
に
関
す
る
褒
表
が
繍
い
た
が
、
そ

の
中
で
は

Z
R
a自由ロ、
(UEBMM白
r
m
g
r白
r
Bご
陶
氏
が
、
バ
ラ
モ
ン
の
移
住

や
現
地
指
導
層
の
ヒ
γ
ド
ヲ
l
数
受
容
に
よ
る
非
ア
l
リ
ア
祉
舎
の
ヒ
ン
ド
ゥ

l
化
の
事
例
と
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
南
イ
γ
ド
の
タ
ミ
ー

ル
祉
舎
に
つ
い
て
、
揃
っ
て
論
じ
た
の
が
興
味
深
か
っ
た
。
雨
者
と
も
ヒ
ン
ド

ゥ

l
化
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
事
件
宮

2
0
S
E
c
s
-
自

o
s
g
g
C
に
焦
黙

を
嘗
て
、
氏
族
位
舎
か
ら
「
封
建
的
な
」

(
Z
R
a
g
g
氏
)
農
耕
佐
倉
へ
の

設
展
に
寺
院
経
湾
か
重
要
な
影
響
を
奥
え
た
と
い
っ
た
、
日
舵
禽
経
済
的
幾
動
ま

で
視
野
に
牧
め
た
議
論
を
展
開
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
人
参
加
者
を
ま
じ
え
た

き
わ
め
て
活
液
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
化
(
ヒ
ン
ド

ク

l
化
〉
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
夕
、
、
、

1
ル
地
方
の
話
だ
け
に
、
石
井
敬

授
以
下
主
催
者
側
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
興
味
深
い
問
題
が
色

々
含
ま
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。

初
日
の
午
後
は
主
に
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
愛
表
が
行
な
わ
れ
た
。
最
-
初
の

F
3
8
0
氏
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
イ
γ
ド
ネ
シ
ア
の
俸
統
社
舎
に
も
た
ら
し
た
祉

禽
獲
容
に
削
到
す
る
現
地
の
反
作
用
・
抵
抗
の
形
態
と
し
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
千

年
王
図
的
運
動
や
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
、
翠
戦
運
動
な
ど
か
ら
、
日
脚
秘
主
義
運
動
の

如
き
宗
激
的
復
古
主
義
ま
で
の
様
々
な
宗
教
的
形
態
が
見
ら
れ
た
こ
と
と
、

そ
れ
ら
の
関
係
、
歴
史
的
役
割
な
ど
を
論
じ
た
。

次
の
池
畑
雲
浦
氏
は
、
こ
の
激
年
間
追
及
し
て
来
た
(
『
千
年
王
園
的
民
衆

運
動
の
研
究
』
所
牧
論
文
「
サ
ン
H
ホ
セ
信
徒
圏
の
反
飢
」
参
照
〉
サ
ン
H
ホ

セ
信
徒
圏
に
つ
い
て
、
最
近
現
地
で
蒐
集
さ
れ
た
信
者
に
よ
る
タ
ガ
ロ
グ
語
の

記
録
を
活
用
し
て
分
析
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
文
化
背
景
を
持
つ
植
民
地
権
力
に

劃
す
る
千
年
王
園
運
動
的
性
格
を
再
確
認
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
民
衆
反
鋭
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
褒
表
を
し
た
伊
東
利
勝
氏

は
、
有
名
な
サ
ヤ
・
サ
ン
の
反
飢
に
先
立
つ
上
ピ
ル
マ
の
三
つ
の
蜂
起
を
と
り

あ
げ
、
そ
れ
ら
の
指
導
者
の

ω
a
E曲
目
吉
守
口
Z
O
H白
血

-rzm〉
或
い
は
呂
5
0

vcロ間
(
P
E
g
-弘
ロ
問
〉
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
サ
ヤ
・
サ
ン
に
連
な
る

共
通
の
千
年
王
園
運
動
的
性
格
を
と
り
出
し
て
見
せ
た
。

一
一
日
目
は
中
薗
・
日
本
に
関
す
る
裂
表
が
行
な
わ
れ
た
。
最
-
初
の
君
。
円
σ

-
D
d司
田

ru『
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
化
に
お
け
る
社
合
同
袋
容
と
宗
教
と
の
関
係

を
様
々
な
例
を
事
げ
て
論
じ
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
濁
特
の
家
元
制
度
が
中
園

と
の
聞
で
近
代
化
の
成
否
を
分
け
る
原
因
と
な
っ
た
と
の
指
摘
‘
か
筆
者
に
は
興

味
深
か
っ
た
。

次
に
中
園
の
宗
教
に
闘
す
る
設
表
が
繍
い
た
。
最
初
の
李
世
時
輔
氏
の
渡
表

(
本
人
が
出
席
せ
ず
石
井
敬
授
が
原
稿
を
代
讃
〉
は
、
北
京
西
方
の
保
明
寺
に

関
す
る
記
録
の
調
査
を
、
通
じ
て
、
明
代
以
降
の
白
蓮
宗
と
大
衆
数
に
闘
す
る

E
Eロ
m
-
5
r
を
繋
が
ん
と
し
た
も
の
で
、
明
清
時
代
の
費
品
位
を
騒
使
し
た

詳
し
い
考
誼
が
開
陳
さ
れ
た
。

次
の

ωror
氏
は
、
同
じ
く
賞
品
位
を
用
い
て
明
清
代
の
民
間
数
圏
ハ
主
に
貧

天
道
と
園
頓
数
〉
に
見
ら
れ
る
非
併
激
的
(
道
激
的
)
要
素
に
つ
い
て
論
じ
た
。

氏
は
民
間
数
園
郎
同
o
p
ω
E
R
F
U
B
と
見
る
通
設
に
反
劃
し
て
、
救
済
観
念
、

終
末
観
と
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
、
選
民
思
想
、
母
子
関
係
的
結
合
、
救
済
の
た
め
の

技
術
な
ど
の
観
熱
か
ら
詳
細
な
論
を
展
開
し
た
。

野
口
一
餓
郎
氏
は
、
太
卒
天
園
後
の
江
西
に
お
い
て
、
白
蓮
教
の
流
れ
を
引
く

紅
白
黄
敢
な
ど
の
宗
涯
が
も
は
や
純
粋
な
宗
激
的
形
態
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
衆

を
政
治
改
革
運
動
、
即
ち
膏
老
曾
の
如
き
曾
議
へ
と
導
き
入
れ
る
入
口
の
役
目

を
果
た
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

繍
く
浅
井
紀
氏
の
褒
表
は
、
明
清
代
の
代
表
的
な
賓
巻
と
し
て
、
清
初
園
頓

数
の
『
龍
華
経
』
な
ど
を
と
り
上
げ
て
分
析
し
た
。
そ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
道
敬



的
天
地
創
造
設
話
と
阿
蒲
陀
、
菊
勅
な
ど
の
救
済
信
仰
が
、
儒
教
的
支
配
原
理

と
は
全
く
異
る
、
民
衆
の
千
年
王
園
的
運
動
の
源
と
な
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を

氏
は
指
摘
し
た
。

翁
同
文
民
の
設
表
は
、
天
地
曾
の
創
立
年
代
と
創
立
者
に
関
す
る
も
の
で
、

江
西
貴
豚
で
裂
見
さ
れ
た
史
料
、
明
末
の
慮
若
騰
の
詩
な
ど
か
ら
、
創
立
者
と

言
わ
れ
る
寓
雲
龍
は
高
渓
長
林
寺
の
信
で
法
名
達
宗
、
設
立
年
と
さ
れ
る
甲
実

年
は
一
六
七
四
年
で
あ
る
こ
と
を
設
き
明
し
た
。

，午
後
の
部
の
最
初
の
宮
口
口
広
岡
氏
は
、
初
期
道
数
に
お
け
る
鬼
道
。
役
割

を
、
『
太
上
洞
淵
紳
呪
経
』
を
題
材
に
し
て
調
べ
、
そ
の
起
源
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ

ィ
と
終
末
論
的
役
割
、

，悪
魔
梯
い

b
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
な
ど
を
概
括
的

に
論
じ
た
。

以
上
の
如
く
、
テ
l
マ
の
多
様
性
と
筆
者
の
英
語
力
の
貧
困
と
に
災
い
さ
れ

て
、
き
わ
め
て
表
面
的
な
紹
介
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
最
後
に
全
憶
を
遜
じ

て
の
印
象
を
言
え
ば
、
こ
の
種
の
大
き
恥
テ
1
マ
を
持
つ
舎
に
し
て
は
割
合
よ

く
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
感
じ
た
。
裂
表
地
域
に
よ
っ
て
聴
衆
が
大
幅
に
入
れ
替

わ
る
と
い
っ
た
現
象
は
蛍
然
見
ら
れ
た
も
の
の
、
タ
ミ

1
ル
の
ヒ
ン
ド
ゥ

1

化
、
明
清
の
民
間
宗
教
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
務
思
表
者
の
テ
1
マ
が
相
互
に
連

関
を
持
ち
、
か
み
合
っ
た
議
論
が
行
な
わ
れ
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
た
た
め
で

あ

る

。

ハ

桃

木

至

朗

〉

セ
ク
シ
ョ

γ
1

前
近
代
の
都
市

前
近
代
の
都
市
を
主
題
と
す
る
こ
の
部
舎
は
九
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
、
赤

坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
ク
ラ
ウ
ン
・
ル
ー
ム
で
聞
か
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
う
ち

九
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
「
中
園
の
歴
史
的
都
市
」
分
科
舎
に
参
加
し
た
。

ま
ず
、
全
値
の
基
調
報
告
と
も
い
え
る
褒
表
を
し
た
の
は
上
海
復
旦
大
皐
の
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楊
寛
氏
で
あ
る
。
「
先
秦
、
秦
漢
の
際
の
都
市
布
局
の
護
展
繍
深
化
一之
腫
制
の
関

係
』
と
題
す
る
こ
の
報
告
で
、
楊
寛
氏
は
前
近
代
中
園
の
都
市
プ
ラ
γ
の
餐
濯

を
次
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
。
ま
ず
第
一
は
先
秦
か
ら
西
漢
一
ま
で
の
時

期
。
こ
の
時
期
に
都
市
は
「
城
」
と
「
郭
」
を
連
結
L
た
構
造
と
な
り
、
宮
殿

や
官
署
の
所
在
地
で
あ
る
「
城
」
が
西
部
あ
る
い
は
西
南
部
に
、
居
住
匡
・
市

区
で
あ
る
「
郭
」
が
東
部
あ
る
い
は
東
北
部
に
位
置
す
る
。
第
二
の
時
期
は
東

漢
か
ら
惰
唐
ま
で
の
時
代
で
、
都
市
は
南
北
を
中
軸
と
し
、
東
西
に
針
穏
な
プ

ラ
ソ
を
も
っ
よ
ウ
に
な
る
。
典
型
的
な
例
が
唐
長
安
城
で
あ
る
。
そ
し
て
宋
代

以
降
が
第
三
の
時
期
と
な
る
。

楊
寛
氏
は
こ
の
匿
分
に
も
と
づ
き
、
特
に
第
一
か
ら
第
二
の
時
期
へ
の
努
濯

を
麓
制
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
古
代
の
穫
に
お
い
て
家
屋
の

西
南
角
は
紳
霊
の
宿
る
「
奥
」
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
が

宗
廟
を
政
治
的
中
心
と
し
た
春
秋
以
前
の
都
市
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
、
西
南
部

に
政
治
的
中
心
を
も
っ
都
市
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
政
治
の
中
心
が
宗
廟
か
ら

宮
殿
・
官
署
に
移
る
に
つ
れ
、
南
面
|
北
朝
の
関
係
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
傾
向
は
東
漢
の
洛
陽
城
か
ら
は
っ
き
り
と
都
市
プ
ラ
ン
に
穎
わ
れ
、

唐
の
長
安
城
に
至
っ
て
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

楊
寛
氏
な
ら
で
は
の
庚
い
視
野
を
も
っ
た
こ
の
報
告
は
、
中
園
の
都
市
研
究

に
い
く
つ
か
の
新
し
い
硯
勲
を
提
起
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
従
来
人
工
的

な
城
壁
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
に
、
周
園
の

自
然
環
境
1

|
山
岳
・
河
川
な
ど
の
い
わ
ば
天
然
の
城
壁
ー
ー
を
も
考
慮
す
る

視
黙
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
的
な
方
向
感
血
%
を
都
市
プ
ラ
ン

の
分
析
に
臨
応
用
す
る
方
法
は
斬
新
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
今
後
の
質
霊
的
研
究

が
婆
ま
れ
る
テ
1
マ
で
あ
る
。

一
一
番
め
の
報
告
は
静
岡
大
皐
の
五
井
直
弘
氏
に
よ
る
「
中
園
古
代
の
都
城
」

-113ー
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で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
で
五
井
氏
は
自
ら
の
見
関
に
も
と
づ
い
て
、
近
年
設
掘

さ
れ
た
最
古
の
城
壁
と
し
て
河
南
登
封
の
陽
城
、
同
じ
く
准
南
卒
糧
蓋
の
減
祉

を
紹
介
し
、
鄭
州
の

E
大
な
城
壁
か
ら
戦
園
期
の
列
園
の
都
城
に
至
る
繁
濯
を

概
観
し
た
。
都
城
祉
の
詳
細
は
五
井
氏
の
近
著
『
中
園
古
代
の
城
|
|
中
園
に

古
代
城
枇
を
訪
ね
て
』
(
研
文
出
版
、
一
九
八
三
年
九
月
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
報
告
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
商一
代
前
期
の
郷
州
に
お
い
て
城
壁
の
外
部

に
あ
っ
た
手
工
業
作
坊
が
、
戦
図
期
に
は
い
ず
れ
も
城
内
に
集
中
す
る
、
と
い

う
五
井
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
都
市
の
経
済
的
機
能
の
面
か
ら
都
市
の
歴
史
的
設

展
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
氏
の
硯
黙
は
評
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

郷
州
と
戦
闘
期
都
城
で
は
時
代
の
開
き
が
あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。

さ
ら
に
詳
細
な
研
究
が
按
一
王
れ
る
。

繍
い
て
時
代
は
陪
唐
時
代
に
移
り
、
北
海
道
数
育
大
皐
の
妹
尾
達
彦
氏
が

「
長
安
の
都
市
的
社
禽
構
造
」
と
題
し
て
、
す
で
に
楊
寛
氏
も
指
摘
し
た
長
安
城

の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
プ
ラ
ン
の
内
部
で
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
経
済
的
繁
化

が
認
め
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
報
告
で
妹
尾
氏
は
、

人
口
の
増
大
な
ど
に
よ
っ
て
域
内
南
部
が
設
展
す
る

一
方
、
官
隠
や
官
僚
の
住

居
の
集
中
す
る
東
側
の
地
区
が
東
市
を
中
心
と
し
て
い
わ
ば
「
山
の
手
」
を
形

成
し
、
西
市
を
中
心
と
す
る
地
匿
は
外
園
入
居
留
地
な
ど
を
含
む
「
下
町
」
と

な
っ
て
い
く
、
と
い
う
嬰
化
を
豊
富
な
園
表
を
騎
使
し
て
あ
と
.
つ
け
た
。
こ
の

報
告
は
直
接
的
に
は
大
阪
大
準
に
お
け
る
共
同
研
究
「
唐
宋
時
代
の
行
政
・
経

済
地
図
の
作
成
」
の
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
『
唐
代
の
長
安
と
洛
陽
』

(
唐
代
研
究
の
し
お
り
〉
以
来
の
精
密
な
研
究
の
蓄
積
を
感
じ
さ
せ
る
好
稜
表

で
あ
っ
た
。

次
な
る
報
告
は
揚
州
師
範
大
皐
の
朱
江
氏
に
よ
る
「
中
世
前
期
揚
州
城
の
性

格
」
で
あ
っ
た
。
近
年
数
次
に
わ
た
っ
て
繍
け
ら
れ
て
い
る
揚
州
滅
の
考
古
皐

的
褒
掘
デ
ー
タ
を
文
献
史
料
と
針
照
し
つ
つ
、
朱
江
氏
は
揚
州
城
の
盛
衰
を
簡

潔
に
ま
と
め
た
。
次
第
に
充
寅
し
て
き
た
金
石
資
料
か
ら
、
揚
州
城
の
坊
制
や

周
園
の
郷
村
の
分
布
に
も
考
察
が
及
ぶ
な
ど
、
従
来
長
安
と
洛
陽
に
集
中
し
が

ち
だ
っ
た
惰
唐
の
都
市
研
究
に
新
し
い
針
象
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
ち
な
み
に
揚
州
械
に
つ
い
て
は
先
秦
か
ら
宋
代
に
至
る
長
い
歴
史
的
繁
遷

が
確
か
め
ら
れ
て
お
り
〈
紀
仲
慶

「揚
州
古
域
社
製
蓬
初
探
」
文
物
一
九
七

九
|
九
〉
、
古
代
史
研
究
者
も
注
目
す
べ
き
遺
祉
で
あ
る
。

宋
以
後
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
翠
北
故
宮
博
物
院
の
曾
靖
氏
が

「
開
封

の
城
制
と
金
明
池
」
と
題
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。
氏
は
始
め
に
、
度
重
な
る

黄
河
の
氾
濫
で
黄
土
の
下
に
渡
し
去
っ
た
宋
開
封
滅
の
位
置
や
城
内
の
区
霊
に

つ
い
て
初
歩
的
な
推
測
を
述
べ
、
衣
い
で
宋
代
の
緒
豊
且
資
料
に
基
づ
い
て
金
明

池
の
風
物
を
詳
細
に
復
元
し
た
。
貴
重
な
給
董
の
ス
ラ
イ
ド
を
数
多
く
紹
介
し

な
が
ら
の
こ
の
報
告
は
、
聞
き
慣
れ
ぬ
英
語
に
い
さ
さ
か
疲
れ
て
い
た
筆
者
に

は
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。
夙
に
有
名
な
「
清
明
上
河
園
」
な
ど
、
都
市
的
景
観

を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
他
の
時
代
の
研
究
者
に

と
っ
て
羨
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
神
戸
皐
院
大
祭
の
中
村
哲
夫
氏
が
「
中
園
の
親
族
と
都
市
の
関
係
」

と
題
し
、
銭
塘
江
中
流
の
龍
滋
豚
に
お
け
る
親
族
組
織
の
分
布
に
つ
い
て
の
報

告
を
行
な
っ
た
。
氏
は
民
園
時
代
の
調
査
に
基
づ
き
、
龍
批
附
燃
に
住
む
人
々
の

聞
で
宋
代
以
前
に
湖
る
家
系
は
ま
ず
な
い
こ
と
、
一
元
代
ご
ろ
に
域
内
に
ロ
ー
カ

ル
リ
ネ
l
ジ
が
形
成
さ
れ
、
明
代
以
降
そ
れ
が
域
外
に
も
抜
大
し
て
い
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
都
市
の
歴
史
に
お
い
て
唐
宋
製
革
が
非

常
に
大
き
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
傍
詮
す
る
も
の
で
あ
り
、
楊
寛
氏
の
立
て
た

第
三
の
時
期
区
分
に
も
相
臆
す
る
。

こ
の
分
科
禽
に
参
加
し
て
、
筆
者
は
異
る
時
代
の
都
市
の
研
究
が
、
そ
れ
ぞ

4
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れ
の
時
代
の
特
色
や
史
料
の
性
格
に
際
じ
た
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ζ

と
を

貧
感
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
中
園
史
上
絶
え
ず
何
ら
か
の
形
で
存
在
す
る
都

市
の
研
究
に
、
例
え
ば
楊
寛
氏
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
的
視
野
の
庚
さ
が

要
求
さ
れ
て
い
る
と
と
も
強
〈
印
象
づ
け
ら
れ
た
。
各
時
代
の
史
料
的
制
約

が
、
研
究
の
税
野
の
制
限
に
結
果
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
分
科
舎
の
よ
う
に
各
時
代
の
研
究
者
が
互
い
に
刺
激
し

あ
う
機
曾
が
今
後
も
た
び
た
び
設
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー

A
l
3

筒
股
研
究
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九
月
三
日
に
赤
坂
剛
堂
曾
館
で
開
か
れ
た
衡
服
研
究
の
分
科
舎
は
、
き
な
が

ら
「
雲
夢
秦
節
研
究
禽
」
の
様
相
を
呈
し
た
。

ま
ず
滋
賀
大
皐
の
永
田
英
正
氏
は
「
雲
夢
秦
衡
研
究
に
闘
す
る
所
見
」
と
題

し
て
、
秦
衡
の
も
つ
意
義
と
、
研
究
上
の
い
く
つ
か
の
問
題
貼
を
指
摘
し
た
。

氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
務
思
表
さ
れ
て
い
る
秦
衡
の
緯
文
の
配
列
と
、
設
掘
報
告
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
出
土
時
の
位
置
関
係
が
必
ず
し
も
封
臨
隠
し
て
お
ら

ず
、
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い
る
穆
文
の
配
列
が
唯
一
の
配
列
方
法
で
あ
る
と
は

い
え
な
い
。
出
土
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
出
土
情
況
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
ま

ま
に
内
容
の
紹
介
の
み
が
先
行
し
て
き
た
感
の
あ
る
雲
夢
秦
衡
の
研
究
に
、
恨

重
な
配
慮
を
促
し
た
報
告
で
あ
っ
た
s

次
い
で
名
古
屋
大
皐
の
江
村
治
樹
氏
が

「雲
夢
睡
虎
地
で
設
見
さ
れ
た
秦
律

十
八
穫
の
性
格
」
と
題
す
る
報
告
を
行
な
っ
た
。
江
村
氏
は
雲
夢
秦
衡
の
中
に

見
出
さ
れ
る
「
秦
律
」
が
豚
に
お
け
る
行
政
管
理
規
定
を
中
心
と
し
て
お
り
、

一
商
鞍
の
法
に
射
す
る
追
加
法
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
燃
の
吏

で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
人
物
の
墓
葬
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
事
情
を
合
わ
せ
考

え
れ
ば
、
雲
夢
秦
衡
の
利
用
は
居
延
漠
衡
な
ど
と
は
異
り
、
特
定
の
目
的
を
も

っ
て
編
ま
れ
た
法
律
書
で
あ
る
、
と
い
う
限
定
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
で

あ
る
う
。

一

こ
の
二
つ
の
報
告
を
線
論
と
し
て
、
以
下
の
報
告
は
各
論
に
あ
た
る
内
容
を

も
っ
て
い
た
。
籾
山
明
氏
は
「
秦
の
裁
剣
手
績
の
復
元
」
と
題
し
て
、
秦
衡
か

ら
抽
出
で
き
る
司
法
上
の
手
績
の
内
容
と
そ
の
手
順
を
明
快
に
整
理
し
た
。
そ

こ
か
ら
秦
代
の
「
裁
剣
」
は
原
告
、
被
告
、
裁
剣
宵
か
互
い
に
濁
立
し
た
近
代

の
そ
れ
と
は
異
り
、
園
家
の
司
法
行
政
の
一
環
を
な
す
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。
泰
代
の
法
を
中
園
法
制
史
の
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
許
債
き
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
飯
島
和
俊
民
の
「
戦
園
秦
の
非
秦
人
針
策
」
、
早
稲
田
大
皐
の
工
藤

一
元
男
氏
の
「
雲
夢
秦
衡
属
邦
律
に
関
連
し
て
」
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
報
告
は
い
ず
れ
も
、
雲
夢
秦
衡
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
非
奏
人
や
少
数
民
族

に
針
す
る
差
別
と
始
皇
帝
の
統
一
、
郡
勝
制
の
全
面
施
行
と
が
ど
の
よ
う
な
関

係
を
も
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
意
識
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
飯
島
氏
は
、

賛
靖
に
劃
す
る
政
治
的
差
別
が
三
世
代
後
に
除
か
れ
る
ご
と
に
注
目
し
、
「
客
」

と
い
わ
れ
る
非
秦
人
に
も
同
様
の
差
別
が
な
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。
こ
れ
は
秦

の
郡
勝
制
が
も
と
か
ら
の
秦
人
を
中
該
と
し
、
周
園
に
「
客
」
を
組
み
込
ん
だ

こ
と
を
-
意
味
す
る
。
そ
し
て
秦
末
の
反
観
は
故
秦
人
と
新
民
の
封
立
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
。
他
方
工
藤
氏
は
、
少
数
民
族
の
統
治
機
構
で
あ
る
属
邦
が
漢
代

に
虜
園
都
尉
と
し
て
郡
豚
制
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
、
ま
た
奏
衡
に
み

ら
れ
る
少
数
民
族
の
首
長
の
呼
穂
か
漢
の
内
臣
、
外
臣
の
医
別
に
展
開
し
て
行

く
こ
と
を
述
べ
た
。
非
秦
人
や
少
数
民
族
に
制
到
す
る
差
別
と
統
合
の
論
理
を
さ

ぐ
っ
た
雨
氏
の
報
告
は
、
秦
衡
の
愛
見
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
到
達
し
え
た
研
究

課
題
に
答
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
深
化
に
期
待
し
た
い
。

最
後
に
こ
の
分
科
舎
の
座
長
と
し
て
関
西
大
皐
の
大
庭
僑
氏
が
「
漢
筒
研
究

FAU 
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の
新
段
階
」
と
題
し
て
、
近
年
績
?
と
愛
見
さ
れ
て
い
る
漢
代
木
簡
資
料
の
性

格
と
意
義
を
概
観
し
、
居
延
・
敦
爆
な
ど
の
逃
境
の
軍
事
基
地
で
笈
見
さ
れ
る

木
簡
と
内
地
の
墓
葬
で
設
見
さ
れ
る
木
簡
と
の
性
格
の
相
違
を
踏
ま
え
て
、

漠

簡
の
研
究
が
新
た
な
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た。

簡
腕
に
限
ら
ず
、
出
土
資
料
を
歴
史
研
究
に
利
用
す
る
場
合
往
々
に
し
て
、

出
土
資
料
と
し
て
の
性
格
を
き
ち
ん
と
整
理
し
な
い
ま
ま
に
、
知
ら
ず
識
ら
ず

都
合
の
よ
い
部
分
だ
け
を
つ
ま
み
食
い
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
袋
々
に
、
し
っ
か
り
し
た
総
論
に
基
づ
く
各
論
の
展
開
の
重
要
さ
を

教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。
出
土
資
料
の
利
用
は
今
日
す
で
に
古
代
史
研
究

の
常
識
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、過
盲
で
は
な
い
が
、
問
題
は
単
に
利
用
す
る
こ
と

で
は
な
く
、
い
か
に
利
用
す
る
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

セ
ミ
ナ
ー
A
|
2

考
古
率
的
新
設
見
と
研
究

考
古
皐
関
係
の
部
舎
で
は
、
九
月
五
日
に
京
都
閣
際
禽
議
場
で
行
な
わ
れ
た

「
古
代
の
科
皐
技
術
」
分
科
舎
で
中
園
を
中
心
と
し
た
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。中

園
祉
曾
科
拳
院
考
古
研
究
所
の
安
士
山
敏
氏
は
杭
州
淘
周
遊
に
分
布
す
る
最

古
の
稲
作
文
化
遺
跡
と
し
て
河
燭
波
文
化
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
「
河
幅
削
渡
文

化
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
流
暢
な
日
本
語
に
よ
る
こ
の
報
告
で
、
安
氏
は
河
婿

渡
で
設
掘
さ
れ
た
決
裂
の
耳
飾
り
が
日
本
の
縄
文
文
化
と
共
通
す
る
一
方
、
北

中
園
の
新
石
器
文
化
か
ら
は
同
様
の
遺
物
が
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

稲
作

文
化
が
長
江
下
流
域
か
ら
日
本
へ
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
興
味
深
い
仮
設
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
上
に
も
と
り
あ
げ
ら

れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
調
者
も
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
恩

a-'
。

次
い
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
皐
の

P』

--5m
氏
が

「
先
秦
・
漢
代
の
副
葬
美
術

と
文
字
資
料
に
み
ら
れ
る
儀
礎
」
と
題
し
、
馬
王
堆
串
m
童
と
漢
墓
か
ら
夜
見
さ

れ
た
帯
字
陶
瓶
を
用
い
て
蛍
時
の
葬
迭
儀
躍
を
分
析
し
た
。
帯
{
子
陶
瓶
に
つ
い

て
は
す
で
に
天
師
道
な
ど
の
源
流
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
ま
た
馬
王

権
吊
霊
の
解
緯
に
つ
い
て
は
曾
布
川
寛
氏
の
『
昆
掃
山
へ
の
昇
仙
』
(
中
公
新

書
、
一
九
八
二
〉
が
褒
表
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
テ
1
マ
は
近
年
と
み
に
充
質
し

て
き
た
分
野
で
あ
る
。
史
書
に
表
れ
る
こ
と
の
な
い
古
代
人
の
精
紳
世
界
を
解

讃
す
る
こ
と
は
、
正
統
的
歴
史
記
述
に
の
み
依
援
す
る
こ
と
の
多
い
歴
史
家
に

新
鮮
な
刺
激
を
あ
た
え
る
だ
ろ
う
。

都
市
部
品
闘
で
唐
揚
州
城
の
分
析
を
行
な
っ
た
朱
江
氏
は
こ
の
分
科
舎
で
は

「
揚
州
出
土
の
唐
代
コ
一
彩
陶
と
三
彩
釜
」
と
い
う
報
告
を
行
な
っ
た
。
近
年
揚
州

周
迭
で
数
多
く
渡
見
さ
れ
た
=
一
影
の
陶
奈
器
の
製
作
技
術
の
詳
細
な
解
設
は
、

科
皐
技
術
に
弱
い
筆
者
に
は
難
解
で
あ
っ
た
が
、
揚
州
周
遁
の
三
彩
製
造
が
貿

易
港
と
し
て
の
揚
州
の
盛
衰
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味

深
か
っ
た
。

北
京
大
皐
の
郷
衡
氏
は
「
郷
曙
設
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
郷
州
の
商
代
都
城

遺
跡
が
湯
王
の
都
し
た
事
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
自
設
を
誘
い
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
す
で
に
か
な
り
長
い
開
論
争
さ
れ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
詮
擦
は
ま
だ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
寅
際
の
遺
跡
を
文
献
に
み
え
る
古
地
名
に
比
定
す
る
研
究

は
、
個
々
の
研
究
者
の
主
観
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
客
相
倒
的
な
設
擦
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
の
が
現
炊
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

最
後
に
、
セ
ク
シ
ョ
ン
灯
、
東
南
ア
ジ
ア
史
の
部
舎
で
設
表
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
珠
定
を
慶
更
し
て
、
四
川
大
皐
の
一
震
恩
正
氏
が
「
四
川
の
古
代
文
化
と
東

南
ア
ジ
ア
の
関
係
」
と
い
う
テ
1
7
で
報
告
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
四
川
に
み

ら
れ
る
雑
殺
農
耕
や
崖
墓
、
石
板
墓
、
船
型
棺
葬
な
ど
の
文
化
は
東
南
ア
ジ
ア

au 



の
そ
れ
ら
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
起
源
と
停
播
の
問
題
は
措
く
と
し
て
も

爾
者
の
密
接
な
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
巴
萄
の
地
が
中
園
の
園
家
に

支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
園
時
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
文
化

に
つ
い
て
は
中
園
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
貌
熟
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
の
黙
で
巴
萄
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
重
氏
の
指
摘
は
誘
得
力
が

あ
っ
た
。

以
上
、
筆
者
の
聞
い
た
限
り
で
も
考
古
皐
上
の
最
新
成
果
に
は
目
を
見
張
る

恩
い
で
あ
っ
た
。
設
々
が
日
ご
ろ
「
日
中
の
交
流
」
と
か
「
中
園
と
東
南
ア

4

ジ

ア
の
関
係
」
を
考
え
る
際
、
現
在
の
園
家
の
枠
組
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
考
え

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
考
古
皐
の
成
果
は
こ
の
前
提
を
す
で
に
確
質

に
乗
り
こ
え
て
い
る
。
各
園
の
文
句
か
設
展
し
た
結
果
「
園
際
」
交
流
が
始
ま

る
の
で
は
な
く
、
庚
い
交
流
の
中
か
ら
個
性
を
も
っ
た
文
匂
か
現
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
歴
史
家
、
特
に
古
代
史
研
究
者
は
、
自
ら
の
も
っ
て
い
る
常
識
を
再

検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
佐
原
康
夫
〉

私
が
参
加
し
た
の
は
、
第
五
部
曾
「
イ
ス
ラ
ム
宗
教
運
動
」
(
九
月
一
日

i

三
日
〉
、
第
六
部
曾
「
ア
ル
タ
イ
諸
民
族
の
歴
史
・
文
化
・
言
語
」
〈
九
月
一
日

l

一
一
一
日
、
五
日

i
七
日
)
、
第
七
都
曾
「
東
西
の
文
化
的
一-
経
済
的
交
流
|
|
陸
上

ル
1
ト
と
海
上
ル
l
ト
」
(
九
月
一
日

l
三
日
〉
で
あ
る
。
主
に
参
加
し
た
の
は

第
六
部
曾
で
あ
り
、
第
五
、
第
七
部
品
聞
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
の
護

表
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
に
留
っ
た
。

オ
ス
マ
ソ
朝
史
及
び
十
五

l
十
六
世
紀
の
地
中
海
史
に
関
心
を
持
つ
者
の
ひ

と
り
と
し
て
、
第
五
、
第
七
部
舎
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
限
り
第
六
部
舎
に

劣
ら
ず
「
賓
の
山
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
園
際
皐
禽
の
常
か
と
も
思
わ
れ
る

が
、
設
表
者
不
参
加
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
多
く
、
私
に
と
っ
て
「
喝
お
い
し
い
」
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簿
一
表
が
少
な
か
ら
ず
取
消
し
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
第
五
、
第
七

部
舎
に
は
や
や
馬
か
遠
ざ
か
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
九
月
六
日
、
七
日
の
雨

目
、
第
六
部
曾
に
お
い
て
、
ご
く
さ
さ
や
か
な
お
手
停
い
を
さ
住
て
頂
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
第
六
部
舎
へ
の
参
加
が
結
果
的
に
最
も
長
く
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
謬
で
、
私
の
レ
ポ
ー
ト
は
第
六
部
舎
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な

る
。
さ
ら
に
こ
の
部
舎
に
お
い
て
、
私
の
個
人
的
関
心
に
よ
っ
て
参
加
す
る
報

告
愛
表
の
選
擦
を
行
っ
た
の
で
、
ま
こ
と
に
偏
り
が
多
く
、
ま
た
未
熟
な
語
皐

力
に
よ
る
誤
解
、
知
識
の
不
十
分
さ
か
ら
来
る
理
解
不
足
な
ど
、
至
ら
ぬ
貼
が

多
数
あ
る
こ
と
と
恐
れ
る
が
、
こ
の
部
命
聞
の
雰
圏
気
の
一
端
な
り
と
も
お
停
え

で
き
れ
ば
と
考
え
、
以
下
街
畢
に
ど
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。

第
六
部
舎
は
羽
田
明
氏
が
招
集
者
の
任
を
務
め
、
議
長
に
は
羽
田
氏
の
他
服

部
四
郎
氏
、
村
山
七
郎
氏
、
山
田
信
夫
氏
、
佐
口
透
氏
、

u
g
z
ω
5
2
氏、

r
g
g
H
P
出
ω
自
己
件
。
田
氏
、
国
自
白
河
-MNOOS2
氏
ら
(
順
不
同
〉
を
は
じ

め
と
す
る
各
氏
が
あ
た
っ
た
。
九
月
一
日

l
三
日
は
東
京
曾
場
ハ
日
本
海
運
倶

楽
部
二
階
ホ
l
ル
〉
で
、
五
日
か
ら
は
京
都
に
曾
場
を
移
し
、
同
日
午
後
二
時

か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ル
タ
イ

9
3
u
ω
E
P
省
長
。
門

出刊ナ

田
町
山
間
雨
氏
の
講
演
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
羽
田
記
念
館
〉
が
催
さ
れ
た
。
翌
六

日
午
前
に
園
立
京
都
圏
際
舎
館
で
報
告
渓
表
が
行
な
わ
れ
、
同
午
後
に
は
特
別

講
演
禽

P
E
U
F
N
Z
氏
講
演
、
京
大
祭
友
曾
館
〉
が
開
か
れ
た
。
七
日
午

前
中
の
報
告
笈
表
(
園
立
京
都
圏
際
禽
館
〉
を
も
っ
て
す
べ
て
の
日
程
を
終
了

し
た
。
様
々
の
角
度
か
与
の
多
数
の
報
告
務
思
表
に
加
え
、
ふ
た
つ
の
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
本
部
舎
は
多
様
か
つ
充
貸
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

一
、
報
告
裂
表

五
日
開
で
合
計
約
五

O
件
の
設
表
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
歴
史
」
に
関
す
る
も
の
に
限
定
し
J
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そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
幾
っ
か
を
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
た
形
で
お
停
え
し
た
い
。

な
お
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
「
研
究
設
表
要
旨
」
に
よ
っ
て
多
く
を
補
っ
た
こ

と
を
告
白
す
る
。

H
b
E印
切

R
Z
氏
は
わ

OHH命名
S
L
R
M
件目、円
5
8
1
5
0ロ
m
o
Z
円山口同
E
ロ
宮
田

窓口

Z
司
正
常
同
旬
、
と
題
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
に
跨
る
遊
牧
祉
舎

の
共
通
性
、
あ
る
い
は
関
連
性
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
試
み
を
述
べ
た
。

n
y
e
E
p
r
H
と
は
、
一
旦
請
負
っ
た
者
に
任
さ
れ
、
そ
の
契
約
期
閉
が

終
わ
る
と
、
も
と
と
同
数
、
同
質
の
欣
態
で
所
有
者
に
返
却
さ
れ
る
家
畜
群
を

意
味
し
、
一
四
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

一
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
方
、
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ャ
ハ
ル
族
に
お
い
て
は
同
即
日
管

g
oユ
合
同
Mog-
借
問
。
。
が
あ
り
、
家
畜
の
繁
殖
を
表
わ
し
、
死
ん
だ
家
畜
の

穴
埋
め
に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
、

nyo司
互
円
F

F円
と
の
概
念
上

の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
地
理
的
に
中
聞
に
あ
た
る
オ
ス
マ
ン
朝
に
は
円
四
0

・

5
町
宮
大
協
同
命
駅
間
ぬ
る
が
あ
り
、
使
用
後
に
原
朕
に
復
し
て
、返却
す
べ
き
品

物
、
特
に
家
畜
、
曲
演
具
を
指
す
と
い
う
。
げ
白
加
が
停
統
的
に
家
畜
を
指
す
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
同
町
田
町
叫
目
。
ユ
と
同
一
の
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
氏
は
、
ト
ル
コ
・
モ
ソ
ゴ
ル
祉
舎
に
お
い
て

n
F
4
E
P
E
に

あ
た
る
も
の
は
古
く
か
ら
共
通
し
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
、

そ
れ
で
は
フ
ラ
ン
ス
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
れ
と
同
様
の
も
の
が
、
共
通

の
起
源
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
単
な
る
借
用
な
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て

い
る
。
氏
の
雄
大
な
視
黙
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
護
表
で
あ
っ
た
。
〈
九
月
二
日

午
後
)

羽
田
明
氏
は
〉
官

a
s
p
-曲

E
ロ岳山
O
ロ

p
m回
世
宮
司
と
題
し
て
、
我

我
に
大
祭
馴
染
深
い
茶
に
関
し
て
日
頃
の
研
究
の
一
端
を
述
べ
た
。

八
世
紀
後
傘
以
来
内
陸
ア
ジ
ア
で
は
チ
ベ
ッ
ト
人
と
ウ
ィ
グ
ル
人
が
-
初
め
て
ノ

中
園
風
の
茶
を
飲
み
始
め
、
現
代
チ
ベ
ッ
ト
語
の
目
白
か
ら
推
し
て
、
同
様
の

裂
音
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
長
い
関
、
非
漢
文
史
料
に
は
茶

に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
い
出
さ
れ
な
い
と
い
う
。

明
代
に
至
っ
て
、
女
虞
族
、
ウ
ィ
グ
ル
族
、
ベ
ル
シ
ャ
人
ら
は

g
と
褒
音

し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
清
代
に
は
、
満
洲
族
、
モ
ン
ゴ
ル
族
、
ベ
ル

シ
ャ
人
、
ゥ
イ
グ
ル
族
ら
は
宏
司
〈
E
C
の
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る。
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
、

m
m
か
ら
宏
司
へ
の
獲
化
は
明
代
に
起
こ
り
、
清
代

の
初
め
に
完
了
し
た
と
し
、
ま
た
、
!
可
、

L
は
中
園
語
の

nzー
ヨ
(
古
く

は
茶
の
木
。
明
代
に
は
葉
茶
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
〉
に
由
来
す
る
と
指
摘

す
る
。
簡
潔
に
し
て
味
わ
い
の
あ
る
設
表
で
あ
っ
た
。
〈
九
月
二
日
午
後
)

林
俊
雄
氏
は
当
Y
丘
町
田

E
O門

戸

g-
ロ
20-o司自
o
E
Z
H
y
o
z。自白色町
n

H
W
S
1
3
の
標
題
で
、
中
園
の
北
方
に
興
亡
を
繰
り
返
し
た
遊
牧
園
家
の
「
設

展
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

氏
は
先
ず
、
遊
牧
に
よ
る
生
産
を
不
安
定
か
つ
制
限
の
多
い
も
の
と
規
定

し
、
そ
れ
故
遊
牧
帯
園
の
維
持
・
強
化
に
は
、
略
奪
、
交
易
、
農
業
な
ど
が
不

可
依
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
旬
奴
、
突
阪
、
ゥ
イ
グ
ル
、
遼
に
お
け
る
生

産
と
祉
曾
構
造
を
分
析
し
て
い
る
。

旬
奴
は
、
し
ば
し
ば
漢
の
領
土
を
侵
し
、
家
畜
、
人
聞
を
略
奪
し
、
戦
時
に

は
多
く
の
中
園
人
捕
虜
を
連
れ
飾
っ
た
。
ま
た
自
ら
旬
奴
の
領
内
に
移
り
住
ん

だ
漫
賓
の
中
園
人
も
お
り
、
彼
ら
は
定
住
し
て
農
業
と
手
工
義
に
従
事
し
た
。

し
か
し
こ
の
定
住
生
活
は
、
農
業
に
不
向
き
な
保
件
、
旬
奴
の
園
家
自
鐙
の
崩

援
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
永
繍
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
旬
奴
の
あ

と
、
遊
牧
民
に
あ
っ
て
は
、
農
業
は
あ
ま
り
設
達
せ
ず
、
大
き
な
城
壁
都
市
は

現
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
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し
か
し
ウ
イ
グ
ル
の
園
家
に
お
い
て
は
著
し
い
獲
化
が
現
わ
れ
た
。
城
壁
都

市
の
建
設
、
支
配
屠
の
定
住
、
マ
ニ
敬
の
受
容
、
権
力
の
集
中
化
に
、
前
時
代

ま
で
と
の
相
毒
か
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
封
外
政
策
は
、
略
奪
か
ら
交
易
へ
と
繁

化
し
た
。

し
か
し
略
奪
を
止
め
た
こ
と
に
よ
り
農
民
の
供
給
が
止
ま
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
た
め
農
業
地
域
を
そ
の
農
民
と
共
に
自
圏
の
中
に
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
遼
は
中
園
の
北
部
を
奪
う
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
民
は
、
ウ
イ
グ
ル
が
部
族
連
合
の
段
階
を
抜
け
出
し

て
園
家
と
し
て
の
組
織
を
準
備
し
、
遼
が
そ
れ
を
完
成
さ
せ
た
と
結
論
.
つ
け
て

い
る
。
遊
牧
園
家
論
に
庚
い
視
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
興
味
深
い
褒
表
で
あ

っ
た
。
(
九
月
一
一
一
日
午
前
〉

回
目
白
河

-MN032氏
は
、
同
，

Z
Q
Nニ
宮
島
、
H

，R
E
S
S
T
-
3
5品
3

曲
目
色
〈
百
円
自
国

O
同
任
。

ωえ
ミ
丘
、
H

，roongnu『
と
題
し
て
、
サ
フ
ァ

l
ヴ
ィ

1
朝
成
立
前
後
の
ト
ゥ
ル
コ
マ
ソ
諸
族
の
活
動
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
試
み

る。
ト
ヮ
ル
コ
マ
γ
諸
族
の
動
向
に
注
目
し
た
場
合
、
先
ず
ふ
た
つ
の
部
族
連
合

図
家
、
即
ち
カ
ラ
・
コ
ユ
ン
ル
ハ
東
部
ア
ナ
ト
リ
ア
〉
と
ア
ク
・
コ
ユ
ン
ル

(
西
北
ベ
ル
シ
ャ
〉
の
成
立
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
共
に
、
園
家
と

し
て
は
緩
く
、
ぐ
ら
つ
き
の
多
い
構
造
を
有
し
、
〉
g《

U
E
を
本
擦
と
す
る

ス
l
フ
ィ
l
数
圏
、
サ
フ
ァ

l
ヴ
ィ

1
ヤ
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
数
圏
は
、
ト
ゥ
ル
コ
マ
ン
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
事
的
側
面
も

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
個
人
と
し
て
で
な

4
部
族
単
位
で
数
固
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
ト
ゥ
ル
コ
マ
γ
は
、
数
圏
の
教
義
と
軍
事
組
織
と
い
う
観
念
的
基
盤
を
得

て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
は
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
H

回
目
剛
己
と
共
に
頂
思
に
達

し
、
数
々
の
軍
事
的
勝
利
の
の
ち
、
彼
は
新
し
い
ト
?
ル
コ
マ
ン
の
園
サ
フ
7

1
ヴ
ィ

1
朝
の
主
と
し
て
即
位
す
る
。

こ
の
園
は
安
定
性
と
永
繍
性
の
黙
で
こ
れ
ま
で
の
ト
ゥ
ル
コ
マ

γ
諸
園
家
と

は
異
な
り
、
数
圏
組
織
、
軍
事
組
織
、
官
僚
組
織
に
よ
っ
て
、
部
族
主
義
が
押

え
込
ま
れ
た
。
部
族
聞
の
確
執
に
よ
り
そ
の
統
治
力
が
危
機
に
瀕
し
た
時
、

ω
z
r
メ
喜
宏
一
世
は
逆
に
諸
部
族
の
力
を
打
ち
砕
き
、
そ
の
軍
事
力
濁
占

を
奪
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
議
論
の
展
開
に
よ
り
氏
は
、
サ
フ
ァ

1
ヴ
ィ
l
靭
に
お
い
て
か

つ
て
の
連
合
的
園
家
は
、
絶
劉
的
か
つ
中
央
集
権
化
さ
れ
た
園
家
へ
之
輔
変
化
し
、

ト
ク
ル
コ
マ

ン
は
先
祖
た
ち
が
た
て
た
神
政
園
家
の
犠
牲
と
な
っ
た
、
と
結
論

づ
け
る
。
ト
ゥ
ル
コ
マ
ン
と
園
家
、
あ
る
い
は
庚
〈
遊
牧
民
と
園
家
に
つ
い
て

考
え
る
場
合
、
示
唆
に
富
む
裂
表
で
あ
る
。
〈
九
月
七
日
午
前
〉

去
、
て
多
数
の
興
味
深
い
裂
表
の
紹
介
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
奥
え
ら
れ

た
紙
幅
の
制
限
も
あ
る
の
で
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
に
移
り
た
い
。

二
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

付
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
グ
リ
ル
タ
イ

九
月
五
日
午
後
二
時
か
ら
京
都
大
暴
文
皐
部
羽
田
記
念
館
(
京
都
市
北
区
大

宮
〉
に
お
い
て
、

u
g
u
ω
5
2
氏
、
当
ω-R『
出
宮
田
町
間
氏
の
講
演
及
び
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
講
演
舎
は、

毎
年
春
と
秋
に
催
さ
れ
て
い
る
羽
田
記
念
館
講
演
舎
の
、

第
八
固
定
例
曾
を
粂
ね
た
も
の
で
あ
る
。
今
回

ω
5
2
氏
及
び
出
S
E
m
氏

の
協
力
と
関
係
方
面
の
理
解
に
よ
り
、
第
六
部
舎
の
一
環
と
し
て
、
文
字
遁
り

園
際
的
な
交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
参
加
者
は
七
O
名
を
超
え

た。¥ω
5
0同
氏
は
〉
-Enω
宮内出

8
5
p
o
d
g
Z
L
ω
s
z
?と
題
し
て
、
ア
メ
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リ
カ
合
衆
園
に
お
け
る
ア
ル
タ
イ
撃
の
現
状
を
、
氏
の
個
人
的
髄
験
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
語
っ
た
。
ま
た
出
色
白
明
日
間
氏
は
田
区
ロ
ロ

g-
削

Nom-戸
q
o
ロ

O
円弘

、H
，

g
円四日巴
O
ロ
を
テ
l
マ
に
、
歴
史
皐
と
口
承
俸
承
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
述
べ

た。
講
演
の
あ
と
、
服
部
四
郎
氏
に
巴
〉
の
〈
園
際
ア
ル
タ
イ
皐
者
禽
議
)
が
そ

の
功
績
を
讃
え
て
記
念
の
メ
ダ
ル
を
贈
る
こ
と
が
褒
表
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
の

中、

ω一
口
口
『
氏
か
ら
服
部
氏
に
手
渡
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
移
り
、
内
外
の
研
究
者
の
交
放
が
行
な
わ
れ

た。

口
特
別
講
演
禽

九
月
六
日
午
後
四
時
か
ら
京
大
衆
友
曾
館
(
京
都
市
左
京
区
近
衛
〉
に
お
い

て、

F
E
F
M
切
包
口
氏
の
講
演
舎
が
行
な
わ
れ
た
。

d
ロ
n
o
ロ
noMM丹
n
r
m
目
白
区
I

Ago日目】片岡山』口四

J
Z司会問。円ロ
0
3
u
B
r
z
c
o
--
と
題
し
て
、
ア
ル
タ
イ
系
の
言

語
に
庚
く
見
ら
れ
、
「
強
力
」
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
る
回
日
¥
白
日
な
る
言
葉
を

取
り
上
げ
、
多
角
的
に
分
析
し
た
。
本
講
演
で
は
潰
田
正
美
氏
に
よ
る
遜
-
謬
が

行
な
わ
れ
た
。
参
加
者
は
約
五

O
名
で
あ
っ
た
。

ま
こ
と
に
簡
略
で
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
以
上
で
第
六
部
曾
の
紹
介
を

終
わ
ら
せ
て
頂
き
、
最
後
に
閉
舎
式
の
模
様
を
お
停
え
し
て
お
き
た
い
。

閉
曾
式
は
九
月
七
日
午
後
二
時
か
ら
園
立
京
都
圏
際
曾
館
メ
イ
ン
ホ
l
ル
に

お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

先
ず
事
務
嘗
局
か
ら
今
回
の
大
合
全
般
の
事
務
的
な
報
告
が
あ
り
、
総
数

一
、
八
三
七
名
〈
糠
外
か
ら
七

O
七
名
、
日
本
か
ら
一
、
二
ニ

O
名
〉
の
参
加

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

繍
い
て
山
本
達
郎
禽
長
か
ら
舎
議
の
名
稽
繁
更
、
開
催
間
隔
の
明
確
化
な
ど

の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
場
の
議
決
に
よ
り
次
回
〈
一
一
一
一
一
回
〉
大
舎
か
ら
ゲ
丹
市
門

S
E
E
-

。gm円
。
忽
沙
門
〉

E
ロ
自
仏
〉

E
gロ
ω
Z島
g
と
絡
し
、
今
後
開

催
閲
隔
は
五
年
を
超
え
な
い
こ
と
と
す
る
、
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
次
回
大
曾
は
一
九
八
六
年
八
月
i
九
月
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ン
プ
ル
グ
で
開

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
西
ド
イ
ツ
オ
リ
エ
ン
ト
拳
舎
曾
長

田
自
白
河
・
初
日
目
。
門
氏
が
挨
拶
し
、
西
ド
イ
ツ
が
こ
の
合
議
を
歓
迎
す
る
こ

と
を
述
べ
、
あ
わ
せ
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
曾
へ
の
各
方
面
の
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
あ
と
挨
拶
に
立
っ
た
イ
ン
ド
の
刷
N

・
Z
-
u
g
p
r
R
氏
は
、
も
は
や
東

洋
皐
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
専
費
で
は
な
い
と
訴
え
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
東

洋
製
者
の
今
後
の
責
任
と
義
務
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
〉
・
冨

-
F任
問
自
民

ら
の
挨
拶
、
山
本
舎
長
の
締
め
括
り
の
言
葉
の
あ
と
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王
の
閉

舎
の
鮮
を
も
っ
て
七
日
聞
の
大
曾
の
幕
を
閉
じ
た
。

な
お
閉
禽
式
終
了
後
同
舎
館
内
で
、
貝
塚
茂
樹
氏
の
招
待
に
よ
る
出
町
長
、
島

宮
司
々
が
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
和
や
か
な
う
ち
に
最
後
の
交
流
の
ひ
と
と
き

を

過

ご

し

た

。

(

新

谷

英

治

〉

〔
附
記
〕一

一
六
頁
で
紹
介
し
た
童
思
正
氏
の
報
告
は
、
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第

九
期
に
「
試
談
古
代
四
川
輿
東
南
豆
文
明
的
閥
系
」
と
題
す
る
論
考
と
し
て

褒
表
さ
れ
た
。
就
い
て
見
ら
れ
た
い
。
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